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猪
瀬
都
知
事
は
、
公
選
法
違
反
の
容
疑
で
強
制

捜
査
を
受
け
た
医
療
法
人
「
徳
洲
会
」
グ
ル
ー
プ

か
ら
、
５
０
０
０
万
円
の
資
金
提
供
を
受
け
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
都
議
会
で
の
追
及
を

受
け
、
石
原
に
続
き
連
続
し
て
都
政
を
投
げ
出

し
、
12
月
19
日
に
辞
表
を
提
出
し
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
都
知
事
選
挙
が
１
月
23
日
告

示
、
２
月
９
日
投
票
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
を
う
け
、
宇
都
宮
け
ん
じ
さ
ん
が
都
知
事
選

挙
に
立
候
補
を
表
明
し
ま
し
た
。

決
意
表
明
し
た
宇
都
宮
け
ん
じ
さ
ん
は
、
脱
原

発
、
反
貧
困
、
福
祉
の
充
実
、
憲
法
擁
護
な
ど
、

前
回
の
都
知
事
選
挙
で
の
基
本
政
策
を
引
き
続
き

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
安
倍
政
権
の
暴

走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
東
京
か
ら
国
政
を
変
え

て
い
く
こ
と
が
、
今
回
の
都
知
事
選
挙
の
意
義
で

あ
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０

年
ま
で
に
東
日
本
大
震
災
被
災
者
と
原
発
事
故
被

害
者
の
救
済
と
生
活
再
建
を
行
う
こ
と
を
強
調
し

ま
し
た
。

こ
の
立
候
補
表
明
を
う
け
、
常
任
幹
事
会
は
宇

都
宮
け
ん
じ
さ
ん
の
推
薦
を
決
定
し
ま
し
た
。

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
当
た
り

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

昨
年
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
国
民
の
願
い
を
無
視

し
た
自
民
・
公
明
連
立
政
権
の
絶
対
多
数
を
背
景
に
し

た
強
引
な
国
会
運
営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
社
会
保
障
解

体
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
や
、
憲
法
９
条
の
解
釈
改
憲
に
よ
る

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
目
指
し
た
特
定
秘
密
保
護
法
・

国
家
安
全
保
障
会
議
（
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
設
置
法
な
ど
が

国
会
を
通
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
の
春
か
ら
は
消
費
税
８
％
へ
の
引
き
上
げ
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
大
企

業
向
け
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
経
済
政
策
で
は
、
勤
労
市
民
の
生
活
は
厳
し
く
な

る
ば
か
り
で
す
。

後
の
拠
り
所
で
あ
る
、
生
活
保
護
法
改
悪
の
実
施
を
阻

止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
・
11
大
震
災
か
ら
３
年
近
く
が
経
過
し
て
も
多
く
の
被
災
者
支
援
は
不

十
分
な
ま
ま
で
、
福
島
県
で
は
、
震
災
直
接
死
亡
者
よ
り
震
災
関
連
死
者
数

が
上
回
る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
復
興
法
人
税
の
前
倒
し
廃
止
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
福
島
原
発
事
故
の
収
束
も
い
っ
こ
う
に
は
か
ど
ら
ぬ
中
、
原
発
再

稼
働
の
動
き
が
強
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
へ
の
動
き
も
急
展
開

し
そ
う
で
す
。
阻
止
の
た
め
の
運
動
を
強
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
末
に
は
、
猪
瀬
知
事
の
収
賄
疑
惑
に
よ
る
突
然
の
知
事
辞
職
が
あ
り
ま

し
た
。
２
月
９
日
に
都
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
の
自
公
政
権
の
、
国
民
の
願
い
を
無
視
し
た
政
権
運
営
に
物
申
す
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
東
京
か
ら
日
本
を
変
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
２
・
３
年
は
、
選
択
を
一
歩
間
違
え
れ
ば
暗
い
軍
国
主
義
の
時
代
へ

と
引
き
戻
さ
れ
る
危
険
の
あ
る
、
大
き
な
変
化
の
時
期
と
な
り
そ
う
で
す
。

明
る
い
未
来
を
子
ど
も
達
に
残
す
た
め
に
、
今
こ
そ
私
た
ち
の
運
動
の
拡
大

と
成
果
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
東
京
社
保
協
の
存
在
意
義
を
高
め
、
も
っ
と
都

民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
奮
闘
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
年
が
、
少
し
で
も
良
い
年
に
成
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
４
年

元
旦

東
京
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長

竹

崎

三

立



渋
谷
社
保
協
は
、
12
月
区
議
会
に

向
け
て
定
例
の
区
議
会
行
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

社
保
協
と
し
て
「
消
費
税
増
税
の

実
施
中
止
」
の
請
願
と
、
９
月
議
会

で
継
続
審
議
と
な
っ
た
「
要
支
援
者

の
介
護
給
付
継
続
を
国
に
求
め
る
」

請
願
、
「
区
庁
舎
耐
震
化
の
計
画
に

区
民
参
加
を
要
望
す
る
」
請
願
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

継
続
審
議
扱
い
に
な
っ
て
い
た
、

区
内
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
が

提
出
し
た
「
要
支
援
の
介
護
給
付
継

続
を
国
に
求
め
る
」
請
願
は
、
委
員

会
・
本
会
議
と
も
に
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
適
用
か
ら
外
れ
る
対
象

者
が
、
渋
谷
区
で
は
４
割
も
い
る
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

ど
の
会
派
も
請
願
の
正
当
性
を
無
視

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
国
へ
の
意
見
書
は
自
民
・

公
明
の
主
動
に
よ
る
介
護
給
付
外
し

を
前
提
と
し
た
「
自
治
体
で
サ
ー
ビ

ス
継
続
可
能
と
な
る
よ
う
に
国
の
財

政
支
援
」
を
求
め
る
内
容
を
賛
成
多

数
で
ゴ
リ
押
し
し
ま
し
た
。

請
願
の
取
り
ま
と
め
を
担
っ
て
い

た
参
加
者
か
ら
は
、
「
賛
成
す
る
フ

リ
を
し
て
請
願
者
の
要
求
を
す
り
替

え
た
」
と
怒
り
心
頭
で
し
た
。
し
か

し
、
請
願
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
重
要
で
す
。

そ
の
他
、
「
消
費
税
増
税
中
止
」

「
区
庁
舎
耐
震
化
計
画
へ
の
区
民
参

加
」
の
請
願
は
自
民
・
公
明
な
ど
の

反
対
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

（
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

西
多
摩
社
保
協
は
、
11
月
24
日
に

東
京
社
保
協
事
務
局
次
長
の
相
川
さ

ん
を
招
い
て
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
安
倍
政
権
の
め
ざ
す
「
社
会
保

障
制
度
破
壊
」
の
一
体
改
革
と
そ
れ

に
反
撃
す
る
闘
い
に
つ
い
て
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
学
習
会
に

は
51
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

あ
き
る
野
市
は
、
今
年
４
月
か
ら

の
国
保
税
を
所
得
割
・
均
等
割
を
医

療
・
後
期
・
介
護
分
の
全
て
の
分
野

で
引
き
上
げ
、
値
上
げ
幅
で
９
・
94

％
、
額
に
し
て
総
額
１
億
９
１
０
０

万
円
の
値
上
げ
を
提
案
し
て
き
ま
し

た
。値

上
げ
の
理
由
は
、
被
保
険
者
の

高
齢
化
に
伴
う
医
療
費
の
伸
び
、
保

険
料
収
入
の
減
少
と
積
立
金
の
枯
渇

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
７

年
の
国
保
運
営
の
都
道
府
県
単
位
化

を
視
野
に
、
段
階
的
に
２
方
式
（
所

得
割
と
均
等
割
、
現
行
は
、
資
産
割
・

平
等
割
を
加
え
た
４
方
式
）
に
移
行

し
て
い
く
中
で
の
措
置
と
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
被
保
険
者
の
所
得
階
層

は
、
１
０
０
万
円
以
下
が
45
％
を
超

え
、
３
０
０
万
以
下
で
は
85
％
と
所

得
の
低
い
方
が
多
い
中
、
値
上
げ
は

滞
納
に
結
び
つ
き
悪
循
環
な
り
ま
す
。

多
摩
26
市
中
24
番
目
に
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
額
が
低
い
あ
き
る
野
市
で

す
が
、
次
年
度
も
繰
入
額
は
変
え
な

い
と
回
答
し
ま
し
た
。

西
多
摩
社
保
協
は
、
２
０
１
５
年

の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
向
け
た
社

会
保
障
審
議
会
・
介
護
保
険
部
会
の

報
告
は
重
大
な
問
題
が
あ
る
と
し
て
、

介
護
保
険
改
定
に
対
す
る
国
へ
の
意

見
書
提
出
を
求
め
て
、
対
応
す
る
８

自
治
体
（
羽
村
市
・
福
生
市
・
青
梅

市
・
あ
き
る
野
市
・
奥
多
摩
町
・
瑞

穂
町
・
日
の
出
町
・
檜
原
村
）
の
議

会
に
陳
情
・
請
願
を
実
施
し
ま
し
た
。

提
出
し
た
内
容
は
、
要
支
援
１
・

２
を
地
域
支
援
事
業
に
移
行
せ
ず
、

介
護
保
険
の
予
防
給
付
と
し
て
行
う

こ
と
な
ど
で
す
。

奥
多
摩
町
は
趣
旨
採
択
、
福
生
市

は
継
続
審
議
、
青
梅
市
・
羽
村
市
・

あ
き
る
野
市
・
瑞
穂
町
・
日
の
出
町
・

檜
原
村
は
い
ず
れ
も
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

（
西
多
摩
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）
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先
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
「
社
会
保
障
制
度

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
」
が
強
行
可
決
さ
れ
、
１

月
か
ら
の
通
常
国
会
に
は
「
介
護
保
険
改
定
案
」

が
提
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
間
の
社
会
保
障
審
議
会
・
介
護
保
険
部

会
の
議
論
の
ま
と
め
で
は
、
要
支
援
１
・
２
の

サ
ー
ビ
ス
の
中
心
的
な
訪
問
介
護
、
通
所
介
護

を
介
護
保
険
給
付
か
ら
外
し
、
市
町
村
の
地
域

支
援
事
業
に
移
行
さ
せ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
社
保
協
は
、
中
央
社
保
協
の
提
案
を
受

け
、
要
支
援
１
・
２
の
利
用
者
へ
従
来
通
り
の

サ
ー
ビ
ス
が
継
続
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
可
能

な
の
か
、
各
自
治
体
に
向
け
て
「
緊
急
ア
ン
ケ
ー

ト
」
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
Ⅰ
）
調
査
方
法

都
内
62
自
治
体
の
介
護
保
険
担
当
課
に
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
し
回
答
を
依
頼
。
調
査
期

間
は
12
月
3
日
か
ら
10
日
間
。

（
Ⅱ
）
回
収
率

70
％

62
自
治
体
中
43
自
治
体
か
ら
回
答
を
得
ま
し

た
。

（
Ⅲ
）
調
査
結
果

１
、
第
５
期
事
業
計
画
の
到
達
点

①
達
成
す
る
見
通
し

19
自
治
体
（
44
％
）

②
見
通
し
た
た
ず

13
自
治
体
（
30
％
）

③
不
明

11
自
治
体
（
26
％
）

２
、
介
護
保
険
会
計
に
つ
い
て

①
黒
字
の
見
通
し

11
自
治
体
（
26
％
）

②
赤
字
の
見
通
し

４
自
治
体
（
９
％
）

③
見
通
し
た
た
ず

28
自
治
体
（
65
％
）

３
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

①
第
５
期
基
準
額

43
自
治
体
平
均

５
８
８
５
８
円
（
年
）

４
９
０
１
円
（
月
）

高

６
６
８
４
０
円
（
年
）

足
立
区

低

４
５
９
０
０
円
（
年
）
神
津
島
村

②
第
６
期
保
険
料
に
つ
い
て

据
え
置
き

０
自
治
体

値
下
げ

０
自
治
体

値
上
げ

８
自
治
体
（
19
％
）

不
明

35
自
治
体
（
81
％
）

４
、
要
支
援
者
の
地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行
に
つ

い
て

①
可
能

４
自
治
体
（
９
％
）

②
不
可
能

９
自
治
体
（
21
％
）

③
判
断
不
可

30
自
治
体
（
70
％
）

（
１
）
可
能
と
回
答
し
た
自
治
体

・
社
保
審
の
検
討
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
地
域

支
援
事
業
を
再
構
築
し
、
対
応
が
可
能
と
な

る
よ
う
検
討
中
（
Ｔ
区
）

・
通
所
・
訪
問
介
護
に
移
行
が
限
定
さ
れ
、
全

予
防
給
付
の
移
行
に
比
べ
て
置
き
換
え
の
範

囲
が
狭
く
な
っ
た
こ
と
。
現
在
の
指
定
制
度

を
活
用
し
た
事
業
者
の
認
定
作
業
が
創
設
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。
審
査
・
支
払
に

つ
い
て
、
国
保
連
が
活
用
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
。
（
Ｈ
市
）

（
２
）
不
可
能
と
回
答
し
た
自
治
体

・
全
て
の
予
防
給
付
を
、
地
域
支
援
事
業
に
置

き
換
え
る
こ
と
は
財
政
や
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不

足
し
難
し
い
と
考
え
る
。
移
行
に
際
し
て
は
、

ニ
ー
ズ
等
を
考
慮
し
な
が
ら
必
要
な
事
業
を

見
極
め
、
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
後
退
し

な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
（
Ｃ
市
）

・
全
予
防
給
付
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
量
を
確
保
し
、

か
つ
審
査
支
払
等
の
事
務
の
仕
組
み
を
整
備

す
る
事
は
３
ヶ
年
で
は
難
し
い
。
（
Ｋ
市
）

・
従
来
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の

財
源
確
保
に
見
込
み
が
つ
か
な
い
。
（
Ｍ
町
）

・
財
源
と
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
。
（
Ｋ
村
）

（
３
）
判
断
不
可
と
し
た
自
治
体

・
今
回
の
改
正
の
内
容
は
、
単
に
行
政
の
体
制

整
備
を
行
う
と
い
う
も
の
に
と
ど
ま
ら
な
い

た
め
、
相
当
の
準
備
期
間
や
財
源
等
の
支
援

が
必
要
で
あ
る
。
国
に
は
、
移
行
あ
り
き
で

は
な
く
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
各
自

治
体
が
構
築
し
て
い
く
う
え
で
の
指
導
・
支

援
を
確
実
に
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
た
い
。
（
Ｍ
区
）

・
事
業
者
の
認
定
に
か
か
る
ス
キ
ー
ム
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
現
状
で
は
判
断

で
き
な
い
。
（
Ｎ
区
）

（
以
上
抜
粋
）

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、
各
自
治
体
に
、

国
へ
の
意
見
書
の
提
出
を
せ
ま
る
陳
情
（
３
月
議

会
）
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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暮
ら
し
と
い
の
ち
と
笑
顔
を
守
る

「
相
談
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
・
２
０

１
３
年
度
版
」
を
発
行
し
て
約
３
ヶ

月
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
各
地
域
や
団
体
の
ご
協

力
で
１
万
３
千
部
を
超
え
る
注
文
が

あ
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
今
ま
で

の
、
労
働
、
生
活
保
護
な
ど
の
内
容

に
加
え
、
今
回
新
た
に
「
介
護
保
険

制
度
」
や
「
障
害
者
福
祉
制
度
」

「
所
得
が
判
定
基
準
に
な
る
各
種
制

度
」
な
ど
の
内
容
を
追
加
掲
載
し
、

各
種
相
談
会
や
日
常
的
な
相
談
に
も

活
用
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
常
的
に
相
談
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
地
域
は
17
地
域
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
、
暮
ら
し
と
い
の
ち
と
笑
顔

を
守
る
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
活
用

し
て
、
各
地
域
・
団
体
で
「
な
ん
で

も
相
談
」
「
派
遣
村
」
な
ど
の
相
談

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

暮
ら
し
と
い
の
ち
と
笑
顔
を
守
る

「
相
談
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
は
、

32
ペ
ー
ジ
建
て
で
１
部
１
０
０
円
で

す
。

昨
年
12
月
付
で
「
地
域
社
保
協
の

会
議
・
組
織
・
宣
伝
行
動
等
報
告
書
」

の
お
願
い
を
発
送
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
15
地
域
か
ら
返
送
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
３
割
の
回
答
に
留
ま
っ

て
い
ま
す
。

44
回
総
会
に
報
告
す
る
内
容
で
す

の
で
、
全
て
の
地
域
か
ら
の
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

締
切
は
１
月
10
日
で
し
た
が
、
遅

く
と
も
今
月
中
に
返
送
を
お
願
い
い

た
し
ま
す

＜当面の日程＞

１月３１日（金）1４時～ 東京広域連合議会
◎傍聴受付は13時～（区政会館・飯田橋）

〃 年金不服審査一斉提出日
２月１～２日 中央社保協全国代表者会議（神奈川）
２月１１日（祝）10時半～ 第47回障都連都民

集会（東京都障害者福祉会館・三田）
２月22～23日 生存権裁判を支える全国連絡会交

流会


